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1. はじめに  

 

a. 目標  

外来種によりもたらされるリスクに対し、条約国が取り組む行動の全体目標

は、以下の通りである。  

 

外来種の非意図的な導入と、南極の生物地理区域間での種の移動を防

止し、南極地域の生態系の固有の価値を保護する。  

 

外来種の非意図的な移入の防止は、環境保護に関する南極条約議定書

(1991)の原則に合致した意欲的とも言える目標であるが、実際には、保護に

必要な全ての対策を講じながら、外来種から受ける南極地域への影響リスク

を低減する措置を定めなければならない。  

 

b.目的と背景  

本マニュアルの目的は、上に掲げた目標を達成するため、偶発的あるいは非

意図的な外来種による移入リスクを最小化するため、また移入発生時に効果

的に対処するため、南極条約の締約国へガイドラインを提供することである。本

マニュアルには、議定書附属書 IIにて求められる要求事項を満たせるよう、実

施者が必要に応じて適用し利用できる基本事項と実践的ガイドライン及び関

連資料へのリンクが記載されている。ガイドラインは推奨であり、その全てが条

約国のあらゆる活動に適用できるものではなく、将来的にガイダンスを改善する

ための新たな作業、研究、ベストプラクティスが随時追加され、更新される文書

である。これらの対策は、偶発的あるいは非意図的な外来種の移入を防止す

る条約国の取組みを適切に支援するために推奨しているものであり、義務的な

ものではない。  

本マニュアルは、偶発的あるいは非意図的な外来種の移入に着目したもの

である。許可された外来種の移入（環境議定書附属書 II第 4条に基づく）は含

まれない。しかしながら、許可に基づき意図的に導入された種の拡大に対する

対処には適用される。  

近年、南極における外来種に関する科学的調査が多数行われており（参考

文献参照）、外来種移入に関する危険に対する理解は深まっているが、追加

の情報は有用である。また、南極の生態系に対する影響に関する更なる研究

や効果的で迅速な対処を支援するための調査が求められている。本マニュア

ルのもう一つの目的は、我々の共有する知識のギャップを埋めるための更なる

取組みを支援し促進することである。締約国は、自国の環境評価・許可手続

において、南極における活動の提案者が本マニュアルおよび関連資料を認識

し、提案者が外来種移入の危険を最小化するための防止策を講じるようにす

るための方策を検討しなければならない。  



c. 内容 1
 

生物学的侵入は、種の存続を脅かし、生態系の構造や機能に大きな変

化をもたらすことから、世界の生物多様性の中でも最も深刻な脅威として捉

えられている。南極は隔離された地域であり、厳しい気象条件であるにもか

かわらず、今日では、生物の侵入はこの地域における深刻なリスクとして認

識されている。南極の露岩地域や周辺の亜南極諸島には、その種類数は

尐ないものの、非常に多くの海鳥が生息しており、陸上の植物相も、同様に

その種類数は尐ないものの、環境にうまく適合した固有種の占める割合が

高い。南極海の種は、南極地域の陸上環境よりも豊かで、固有種が非常に

多い。南極の一部でも発生している急激な気候変動によって、外来種の侵

入増加や定着が助長されているようであり、結果として生態系に対する影響

は増加した。このような現象は、既に亜南極圏の島々においてみられている。

南極外からの種の移入に加えて、孤立しているヌナタク群（氷河固有地形の

一種）や異なる海域間を含む露岩地域間における相互汚染も、生物学的

地理地区分の遺伝的多様性を脅かしており、それらのリスクにも取り組む必

要がある。これらの地域における今後の人間活動（科学、物流、観光、漁業、

娯楽を含む）は、温暖化その他の生じうる気候変動により、移動、定着、拡

大といった侵入に有利な一連の生活史特性を持つ生物の非意図的移入の

リスクを増加させている。南極のサイト間における種の移動のリスクを減らす

ことは、外来種によるリスクを管理するための取り組みにおいて、近年の着

目点となっている。2012年には、CEP XVにより15の南極保護生物地理区が

承認された。これら生物学上の特徴を有する地区の設定は、南極の領域間

移動により生じうる外来種によるリスクの管理を支援するものである。  

 

世界の外来種の大多数は侵略的ではないが、侵略的な種は、世界の生

態系の多様性が直面する脅威の一つとなっている。よって、外来種の移入

を防ぐことが肝心である。移入を防ぐことができない場合、移入を早期に検

知し、移入した種を迅速に除去する対処を講じることが非常に重要となる。

外来種が早期に発見されれば、侵入への対処はより容易となる。また、「一

時的に」あるいは「持続的に」進入しているが未だ「侵略的」でない外来種が

存在する場合、特にそのような種が後に侵略的になることがあるため、環境

保護や南極の科学的価値の観点から極めて好ましくない。現在南極や世

界各地で起きている環境変化は、今後数十年間又は数世紀のうちに地域

生態系の自然転換を引き起こすものと考えられる。このような変化は、南極

条約地域の陸上・海洋生態系に外来種を移入させる及び／又は病気をま

ん延させるなどの人間の活動により直接的に媒介されるものであり、そのよ

うな変化の危険を最小限に抑えることは、条約国及びこの地域で活動する

者の責任である。  

                                                      
1このセクションは、 IPY “南極における外来種”プロジェクトに参加した数人の研究者の業績に

基づき記載されており（ D.  Bergstrom, S.  Chown,  P.  Convey,  Y.  Frenot ,  N.  Gremmen, A.  Huiskes,  

K.  A.  Hughes ,  S .  Imura,  M. Lebouvier,  J.  Lee,  F.  Steenhuisen,  M.Tsuj imoto,  B.  van de Vi jver  

and J .  Whinam）、 ICG メンバーのコメントも採用している。  



 

2010年に開催された、南極地域管理のための気候変動影響に関する南極

条約専門家会議（Antarctic Treaty Meeting of Experts, ATME）では、外来

種によるリスクがある環境を特定し、管理策を検討するといった、移入防止の

重要性が審議された。同会議では、  

 ・外来種の侵入防止、及び観測プログラムや観光を通じた移入リスクの助

長を最小化するよう、全力を挙げて取り組む合意ことに合意した。このリス

クに対処するため、新たな措置の包括的導入の重要性についても、強く主

張された（共同議長レポート、パラグラフ111）。  

 ・CEP に対し、„実証されている手法を用いて、a)外来種の定着によるリスク

が高い南極環境、及びb)現在南極にあって定着リスクが高い外来種、の

特定について検討すること‟が提案された（勧告 22）。  

 ・条約国に対し、気候変動の環境影響への対応として、管理策（特に外来

種の移入や移動を回避し、その効果を記録するような方策）を包括的且つ

継続的に導入することが提案された（勧告 23）。  

2015年、環境保護委員会は、上記およびその他の環境関連のATME勧告

（決議 4、2015年）の推進を図るため、気候変動対応行動計画（Climate 

Change Response Work Program, CCRWP)に合意した。この気候変動対応

行動計画は、南極における気候変動の結果として環境保護委員会が問題

視している事項、そのような問題を解決するための行動と課題、その優先順

位、ならびにそのような行動を最も効果的に実施するための方法、時期、およ

び実施者についての提案を記載している。この計画が特定している気候に起

因する問題の一つとして、外来種の移入・定着の可能性が増大していること

が上げられる。同計画は、環境保護委員によるCEP外来種マニュアルの作成

を継続すべきことを勧告しており、また同マニュアルには気候変動の影響を記

載すべきこと、監視のための取り組みの具体的進展を記載すべきこと、対応

策を記載すべきこと、およびEIAガイドラインには外来種を記載すべきことを勧

告している（本マニュアルの附属書も参照）。  

環境保護委員会の５ヶ年行動計画は委員会の作業の優先順位に従って

毎年追加・更新される文書である。上記行動計画において、外来種の問題は

委員会の関心事項における最優先事項として取り上げられている。この行動

計画は外来種の問題についてさらなる行動のガイドとなるものである。  

環境ポータル（Environments Portal, www.environments.aq）はピア・レビュ

ーを経た南極の環境に関する情報の情報源であり、外来種の問題の概要を

記載している（例：Newman et al.,  2014;  Hughes and Frenot, 2015）。  

 

d. 用語集  

外来種及び侵入種に関する専門用語は、国際的に一般化されていない。以

下に示す用語については、特に南極特有の文脈において定義する。  

•生物地理区（Biogeographic region）：南極における区域であって、他の区域

に比して生物学上特徴的である区域。生物多様性におよび固有の価値に対

する外来種によるリスクは次の場合に生じる：（１）人間の活動により南極にお

https://www.environments.aq/


ける在来種の生物地理区間における移動が生じた場合、あるいは（２）ある南

極の生物地理区に定着した外来種の他の区域への分散が人間によりまたは

自然の作用により生じた場合。  

・封じ込め（Containment）：外来種の分散を防止するため管理措置を適用する

こと  

・制御（Control）：外来種の生存能力を封じ込めるおよび／または低減させる

ための実際的方法を使用すること  

・固有（Endemic）:南極の特定地域に生息が限られた、または南極原産の在

来種  

・根絶（Eradication）：外来種の恒久的排除  

・移入（Introduction/introduced）:人を媒介とし、自然分布域外に直接的又は

間接的に生物が移動すること。この用語は、大陸間、または大陸内の種の移

動にも適用される。  

・侵入（Invasive/invasion） :南極地域で定着し化して広がり、在来種を駆逐し、

生物多様性や生態系の機能に深刻な被害を与える外来種。  

・外来種（Non-native/alien species）:過去又は現在の自然分布域外にあり分

布拡大の可能性がある生物であって、その南極条約地域内の生物学的地理

地区における存在・分布拡大が、人間の非意図的な行動によりもたらされたも

の。  

・持続 /定着（Persistent/established）:外来種が南極の限られた地域で生き延

び、定着し、何年もの間増えてきたが、特定の場所からの拡大はしていない。  

・一過性（Transient）:尐ない個体数で南極大陸にて短期間生息した外来種で

あるが、自然に絶滅したか、人間の介入により除去されたもの。  



 

２．基本原則  

 南極への非意図的な外来種の移入に関する環境リスクに着目し、目的に沿

って条約国の行動指針を示すため、11の基本原則を提案する。これらは、外来

種管理の枠組みの３つの要素に分類される。３つの要素とは、予防

（prevention）、モニタリング（monitoring）、対応（response）である。基本原則の

多くは南極の野生生物に病気をもたらす病原体の移入および分散の予防に等

しく適用される。  

 

予防（Prevention）  

 予防とは、外来種の移入とその影響に伴うリスクを最小化するため最も効果

的な手法である。  

1) 情報の受け手も様々であり、そのような受け手の多角的問題意識を向上さ

せることは、管理を行う上で非常に重要である。南極地域を訪問する全ての

者は、外来種の移入を予防するよう適切な方策を講じること。  

2) 外来種によるリスクを、全ての活動の計画段階で特定し、明確化しておく。

これには、環境保護議定書第 8条及び附属書 Iに基づく環境影響評価（EIA）

によるものを含む。  

3) 科学的で妥当なベースラインデータがない場合、人が媒介となる外来種移

入によるリスクや、域内から原生地域への拡散媒体の局所的な移動を最小

化するよう、予防的アプローチを適用する。  

4) 予防策は以下の場合に実施され、効果を奏する。  

・リスクの高いエリアや活動に対処することを対象とした場合；  

・問題となっている活動やエリア独自の環境に合わせて、適切な規模で適切

に策定された場合；  

・シンプルな技術・物流によるものである場合；  

・容易に実施可能なものである場合；および  

・費用対効果が高く、不必要に時間を浪費しない場合。  

5) 予防に際しては、以下の地域において、物資輸送や供給網の出発前対策

に注力する。  

・南極外の始点（例：カーゴ、個人の持ち物、パッケージ）  

・南極への玄関口（港、空港）  

・輸送手段（船舶、航空機）  

・南極内活動の拠点となる南極基地やフィールドキャンプ  

6) 特に、寒冷地（例：北極、亜南極、山岳地帯）にて過去使用された物のクリ

ーニングについては、特に注意を払うこと。これらは、南極環境に「ある程度

適応した」種を移動させる可能性がある。  

 

モニタリング（Monitoring）  

モニタリングとは、受動的な観察を行うこと（外来種が出現するのを待つこと）、

あるいはターゲットを絞り行うこと（可能性のある外来種を特定するための能動

的なプログラム）を指す。在来植物や在来動物についての精度の高いベースラ



インデータを有することは、外来種モニタリングを行う上で重要である。  

7) リスクの高いサイト（例えば、限定はしないが、観測基地周辺を含む。）での

日常的 /定期的なモニタリングを推進する。  

8) 予防策は定期的に見直しを行い、修正する。  

9) 条約締結国間やその他関係者と、外来種に関する情報とベストプラクティ

スについて共有する。  

 

対応（Response）  

外来種駆除の実現可能性と実施の望ましさを評価し、早急に対応することが

重要である。もし、駆除が非現実的で望ましくない選択である場合、抑制及び /

又は隔離策について検討する必要がある。  

10) 効果的を上げるため、外来種の移入に対する対応を最優先で実施する

ことであり、これによって、外来種の分布範囲の拡大防止、駆除を容易に

して費用対効果が良くなることに加えて、駆除成功率が上がると思われ

る。  

11) 抑制策又は駆除プログラムの効果を定期的に評価する（事後調査を含

む）。  



 

３． 外来種の移入（南極地域間での種の移動ならびに定着外来種の検知お

よび対応を含む）を防ぐためのガイドラインと参考資料  

 外来種によるリスクに対処するための締約国の行動に関する目的と、基本原

則（第 1項及び第 2項）に従い、事業者が必要に応じて適用・利用できる、以下

の自主的ガイドライン及び参考資料が策定されている。これらは、環境議定書

附属書 IIに基づく事業者の責務に合致するものである。  

 

予防（Prevention）  

1) 南極環境影響評価は外来種の移入および更なる分布拡大予防における

主要素である。  

 

ガイドライン：  

南極環境影響評価ガイドライン  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM39/att/atcm39_att013_rev1_e.doc  

 

2) 予防は外来種移入によるリスクを最小化する最も有効な手段である。  

 

ガイドライン：  

以下は南極への外来種移入予防のための一般的ガイドラインである。詳細は

後述する。  

・新品でない限り、南極で使用する衣類等は、南極へ持ち込む前に標準的な

洗濯を行い、清潔にする。使用中の靴は、南極到着前、あるいは南極地域

間を移動する前に、徹底的に清掃すること。  

・調査基地には衣服を洗濯・清掃し保管する手段および調査現場（特に複数

の異なる場所）で使用する器具・装置を清掃・保管する手段を設置するこ

と。  

・航空機または船舶への積荷の前に、目視できる汚染物質（土、泥、植物体、

繁殖体）が貨物に付着していないか確認すること。  

・南極へおよびその周辺への外来種の移動予防のため船舶・航空機・車両を

清掃すること。  

・南極地域への出発前に船舶・航空機などにネズミなどの小動物が入り込んで

いないか確認すること。  

・積荷の梱包、保管、積み下ろしは、きれいにシーリングされた床面のエリア

（例：コンクリートやアスファルト舗装されており、雑草や土がなくネズミなどが

おらず、ゴミが散らばっていない場所）で行うこと。これらのエリアは定期清掃

および定期点検すること。  

・ISOコンテナや箱 /木箱などのコンテナは南極地域内においてあるサイトから別

のサイトに移動させない。但し、別のサイトへの到着前に洗浄・清掃した場合

は除く。  

・大陸間を移動する航空機は、南極地域への到着前に、昆虫類が入り込んで

いないか確認し、必要に応じ適切に処理すること。  

http://www.ats.aq/documents/ATCM39/att/atcm39_att013_rev1_e.doc


・食品およびその廃棄物は、南極環境への持ち込みを予防するため厳格に管

理すること（野生動物に荒らされることのないようにし、南極から持ち出す、あ

るいは焼却すること）。  

 

第15回環境保護委員会会議（CEP XV）において、委員会は、南極保護生

物地理区（Antarctic Conservation Biogeographic Region, ACBR）が外来種

によるリスク、特に生物学的特徴を有する南極の地域間における種の移動に

よるリスクに対する対策のための委員会作業に関連性を有することの認識を

持った。南極保護生物地理区に関する記述については以下を参照可能であ

る：  

リンク：http://www.ats.aq/documents/recatt/Att500_e.pdf。この南極環境ポー

タルマップは南極保護生物地理区の範囲を示し、次のサイトから入手可能であ

る：リンク：https://environments.aq/map/ 

外来種の南極およびその周辺への移動予防のための船舶・航空機などの洗

浄方法（第33回南極条約協議国会議（ATCM XXXIII, WP08）。  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp008_e.doc  

南極における水耕栽培施設により生じうる外来種および病気のリスクを最小化

するためのガイドライン（第33回南極条約協議国会議（ATCM XXXV, WP 25 

改訂第1版 )。  

リンク：

http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_wp025_rev1_e.doc  

http://www.ats.aq/documents/ATCM35/att/ATCM35_att103_e.doc  

 

リソース：  

外来種移動リスク低減のための国家南極プログラムのサプライチェーン管理者

のためのチェックリスト  (COMNAP, SCAR 2010) 

リンク：https://www.comnap.aq/Shared%20Documents/nnschecklists.pdf  

南極陸域における科学的野外研究実施のための南極研究科学委員会

（SCAR）による環境行動規範（第32回南極条約協議国会議（ATCM XXXII, 

IP04) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM32/ip/ATCM32_ip004_e.doc  

南極陸域の地熱環境内における活動のためのSCARによる環境行動規範（決

議3、2016）  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM39/att/atcm39_att018_e.doc  

氷河下の水中環境調査研究のためのSCARによる環境行動規範（第 34回南

極条約協議国会議（ATCM XXXII, IP04)  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM39/att/atcm39_att018_e.doc  

生鮮果実・野菜の南極への持ち込みによる非意図的な外来種移入のリスク低

減（(ATCM XXXV –  WP 06) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_WP006_e.doc  

アホウドリ・ミズナギドリ類保全協定（Agreement on the Conservation of 

http://www.ats.aq/documents/recatt/Att500_e.pdf
https://environments.aq/map/
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp008_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_wp025_rev1_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM35/att/ATCM35_att103_e.doc
https://www.comnap.aq/Shared%20Documents/nnschecklists.pdf
http://www.ats.aq/documents/ATCM32/ip/ATCM32_ip004_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM39/att/atcm39_att018_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM39/att/atcm39_att018_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_WP006_e.doc


 

Albatrosses and Petrels , ACAP）による繁殖サイトのための生物安全保障・検

疫ガイドライン  

リンク：

http://acap.aq/en/resources/acap-conservation-guidelines/2180-biosecurity-g

uidelines/file 

国際極年プログラムによる観測結果 :南極における外来種 (ATCM XXXV –  

WP 05) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_wp005_e.doc  

南極における非固有種の定着に関する南極大陸全体のリスク評価 (ATCM 

XXXV –  BP 01) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM35/bp/ATCM35_bp001_e.pdf  

 

3) 南極地域を訪問しそこで活動するする全ての人に向けた大陸内・大陸間地

域間における外来種の移動による危険と外来種の移入予防のために必要

な措置に関する啓発プログラム（標準セットとして啓発プログラムの重要なメ

ッセージを含む）を策定しその普及を図る。以下を含む対象者が実施する活

動や関係するリスクについて、教育・訓練プログラムが策定される。  

- 観測プログラムの隊長  

- 物資補給係／乗組員／コントラクター  

- ツアー・オペレーター／スタッフ／クルー  

- 科学者  

- 観光客  

- 漁業船舶のオペレーター／スタッフ／クルー  

- サプライヤー・ベンダー／倉庫のスタッフ  

- その他の訪問者  

 

ガイドライン: 

南極訪問者のための一般ガイドライン  

リンク：http://www.ats.aq/documents/recatt/Att483_e.pdf  

 

リソース: 

洗浄に関する教育ビデオ  (南極外来種プロジェクト ,  2010) 

リンク：

http://academic.sun.ac.za/cib/video/Aliens_cleaning_video%202010.wmv  

「害虫を南極へ持ち込まないでください！」（Don‟t pack a pest）パンフレット（アメ

リカ）  

リンク：

http://www.usap.gov/usapgov/travelAndDeployment/documents/PackaPest_b

rochure_Final.pdf  

「害虫を南極へ持ち込まないでください！」（Don‟t pack a pest）パンフレット  

(IAATO) 

http://acap.aq/en/resources/acap-conservation-guidelines/2180-biosecurity-guidelines/file
http://acap.aq/en/resources/acap-conservation-guidelines/2180-biosecurity-guidelines/file
http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_wp005_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM35/bp/ATCM35_bp001_e.pdf
http://www.ats.aq/documents/recatt/Att483_e.pdf
http://academic.sun.ac.za/cib/video/Aliens_cleaning_video%202010.wmv
http://www.usap.gov/usapgov/travelAndDeployment/documents/PackaPest_brochure_Final.pdf
http://www.usap.gov/usapgov/travelAndDeployment/documents/PackaPest_brochure_Final.pdf


リンク：http://iaato.org/en_GB/dont -pack-a-pest 

靴、衣類、装備の除染ガイドライン  ( IAATO) 

リンク：

http://iaato.org/documents/10157/14310/Boot_Washing07.pdf/2527fa99 -b3b

9-4848-bf0b-b1b595ecd046 

「出発前に知っておくこと」（Know before you go）パンフレット  (ASOC) リンク:  

リンク：

http://www.asoc.org/storage/documents/tourism/ASOC_Know_Before_You_

Go_tourist_pamphlet_2009_editionv2. pdf  

COMNAP実践トレーニングモジュール：モジュール２  - 外来種  

(ATCMXXXVIII –  IP 101) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_ip101_e.doc  

http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att102_e.pdf  

 

4) 今後のASPA及びASMA管理計画ならびに現在および今後の管理計画の

見直しには外来種に関する検討を記載する。  

 

ガイドライン: 

南極特別保護地区管理計画策定ガイド（決議 2, 2011）  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM34/att/ATCM34_att004_e.doc  

 

5)南極条約決議 3 (2006) 「南極条約地域におけるバラスト水交換に関する実

践ガイドライン」に従ったバラスト水の管理  

ガイドライン: 

南極条約決議 3 (2006) 「南極条約地域におけるバラスト水交換に関する実践

ガイドライン」  

リンク：http://www.ats .aq/documents/recatt/Att345_e.pdf  

 

モニタリング（Monitoring）  

6)外来種移入の記録と、CEPの合意の下、外来種データベースを管理してい

るオーストラリア南極地域データセンター(AADC)への記録の提出  

 

記録入力のデータベース：  

リンク：http://data.aad.gov.au/aadc/biodiversity/index_aliens.cfm  

 

リソース: 

南極陸地環境における既知の外来種の定着状況：評価 (ATCM XXXVIII IP 

46) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_IP046_e.doc  

南極陸地への生物学的侵略：現状と対応方法 (ATCM XXXVIII - IP 46 附

属書  A) 

http://iaato.org/en_GB/dont-pack-a-pest
http://iaato.org/documents/10157/14310/Boot_Washing07.pdf/2527fa99-b3b9-4848-bf0b-b1b595ecd046
http://iaato.org/documents/10157/14310/Boot_Washing07.pdf/2527fa99-b3b9-4848-bf0b-b1b595ecd046
http://www.asoc.org/storage/documents/tourism/ASOC_Know_Before_You_Go_tourist_pamphlet_2009_editionv2.%20pdf
http://www.asoc.org/storage/documents/tourism/ASOC_Know_Before_You_Go_tourist_pamphlet_2009_editionv2.%20pdf
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_ip101_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att102_e.pdf
http://www.ats.aq/documents/ATCM34/att/ATCM34_att004_e.doc
http://www.ats.aq/documents/recatt/Att345_e.pdf
http://data.aad.gov.au/aadc/biodiversity/index_aliens.cfm
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_IP046_e.doc


 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att090_e.pdf  

補則情報  (ATCM XXXVIII - IP 46 附属書  B) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att091_e.doc  

Monitoring biological invasion across the broader Antarctic南極広域に渡る

生物学的侵略のモニタリング：ベースラインと指標フレームワーク  (ATCM 

XXXVIII –  IP 93) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_IP093_e.doc  

既知の外来種移入の現状と影響（環境ポータル）  

リンク：

https://www.environments.aq/information -summaries/status-of-known-non-n

ative-species-introductions-and-impacts/  

 

対応（Response）  

南極に対し新規となる種は次のようなものである： (1) 最近自然に定着したも

の（例：風や鳥の移動により移入したもの）、(2)最近人間により持ち込まれたも

の（例：積荷、衣服、個人の所有物に付着していたもの）、あるいは (3)以前から

棲息していたが科学調査によって発見されていなかったもの。新種の定着過程

を知ることは、管理方法に関わるため重要である。  

 

 

7）新たに確認された種が自然に定着したのか、若しくは人間が媒介したものか

を割り出すことができる評価マトリックスを策定あるいは導入する  

 

8) 外来種の可能性のある種（野生生物の何らかの病気を含む）が検知さ

れた場合には専門家のアドバイスを可及的迅速に求める。  

 

ガイドライン：  

南極地域の陸上環境及び淡水環境にて外来種と思われる種を発見した

場合のガイダンス（訪問者及び環境管理者用）(ATCM XXXIII - WP 15) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/att/ATCM33_att010_e.doc  

http://www.ats.aq/documents/ATCM33/att/ATCM33_att011_e.doc  

 

リソース：  

適時に適切なアドバイスを提供することができる専門家を探す場合、SCARは

積極的に支援している。SCARは外来種の疑いのある種が発見された場合に

相談することのできる専門家のグループを探すことに同意している。外来種が

発見された場合、そのようなグループへの連絡はSCARの南極条約体制に関

する常設委員会 (Standing Committee on the Antarctic Treaty System, 

SCATS)委員長を通じて行うことができる。要請により委員長が専門家への連

絡と専門家からの回答を手配することになっている。  

 

http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att090_e.pdf
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att091_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_IP093_e.doc
https://www.environments.aq/information-summaries/status-of-known-non-native-species-introductions-and-impacts/
https://www.environments.aq/information-summaries/status-of-known-non-native-species-introductions-and-impacts/
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/att/ATCM33_att010_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/att/ATCM33_att011_e.doc


南極条約エリア内にて新たに発見された陸上種・淡水種の定着状況を調査す

るための推奨フレームワーク及び考え方 (ATCM XXXIII –  IP 44) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/ip/ATCM33_ip044_e.doc

http://www.ats.aq/documents/ATCM33/ip/ATCM33_ip044_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/ip/ATCM33_ip044_e.doc


 

附属書：今後着目・取組みを要するガイドラインと参考資料  

Section 3に示しされた措置、ガイドライン、参考資料に加え、下記のガイドラインについても、注意が払われ、また発展することが期待される。

現行のガイドライン、参考資料や情報の利用と、今後マニュアルに追加されるために詳細なガイダンスの策定が推奨される。  

No. 今後着目・取組みを要するガイドラインと参

考資料  

現行のガイドライン、参考資料または情報  

 予防  

1 南極大陸内の固有生物地理区間における

在来種の分散を低減させる。これには次の

項目が含まれる：  

・外来種移入のリスクが最も高い地域の特

定  

・他の生物地理区に対する高いリスクを伴う

活動／媒体／経路の特定  

・南極生物地理区間の移入は何がきっかけ

で生じているかという点に関するガイダンスの

提供  

・人や物が南極内を移動することに伴うリスク

に取り組むための実践的な対策の策定  

・ベースライン調査の実施  

南極保護生物地理区（Antarctic Conservation Biogeographic Region, ACBR）  

リンク：http://www.ats.aq/documents/recatt/Att500_e.pdf  

南極保護生物地理区の範囲を示す南極環境ポータルマップ  

（次のサイトから入手可能）  

リンク：https://environments.aq/map/  

陸生外来種が引き起こすリスクを低減するための既知の知識（エビデンスに基づく

手法による）(ATCM XXXIII - WP 06). 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp006_e.doc  

南極における外来種リスクの分析・管理のフレームワーク  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM32/ip/ATCM32_ip036_e.doc  

ATCM XXXIII - WP 14 (United Kingdom) 2010 - 南極陸地における種の地域間

移動  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp014_e.doc  

 

http://www.ats.aq/documents/recatt/Att500_e.pdf
https://environments.aq/map/
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp006_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM32/ip/ATCM32_ip036_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp014_e.doc


2 既存外来種の南極の他の地域への更なる

拡散の予防：  

・南極地域内における外来種の人間による

移動を低減するため、ガイドラインを提供し、

また生物安全保障の実践的対策を策定す

る。  

・南極地域内における外来種の非人為的な

移動を低減するためのガイドラインを提供す

る。  

南極陸地環境における既知の外来種の定着状況：評価。(ATCM XXXVIII - IP 

46) 

附属書A：南極陸地への生物学的侵略：現状と対応方法  

附属書B：補則情報  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_IP046_e.doc  

http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att090_e.pdf  

http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att091_e.doc  

 

3 南極環境に対する高いリスクを生じる外来種

となる可能性のある種の特定：  

・当該外来種となる可能性のある種つきリス

トを作成する。このリストには亜南極圏の

島々（またはその他の関連する環境）におけ

る経験、その生物学的特徴と「効果的な」外

来種の適応性を適切に記載する。  

陸生外来種が引き起こすリスクを低減するための既知の知識（エビデンスに基づく

手法による）、附属書 1 - Greenslade作成に係る跳び虫によるリスクの評価手順

(2002: 341ページ) (ATCM XXXIII - WP 06).  

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp6_e.doc  

http://www.ats.aq/documents/ATCM33/att/ATCM33_att005_e.doc  

4 南極海洋環境への外来種の移入の予防：  

・移入のリスクとその経路への理解を深め

る。  

・侵略の危険にさらされている海洋生物を特

定するためのリスク評価を実施する。  

・具体的ガイドラインの策定。  

 

http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_IP046_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att090_e.pdf
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/att/ATCM38_att091_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/wp/ATCM33_wp6_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM33/att/ATCM33_att005_e.doc


 

5 現地に棲息する野生生物の病気のリスクを

含む、排水の排出に起因する外来種（微生

物含む）によるリスクの対策（病気は後述）：  

・移入のリスクとその経路への理解を深め

る。  

・排水の排出による外来種の放出を低減す

るための具体的ガイドラインの策定。  

人間に起因する南極海洋環境における微生物の存在の新しい記録 (ATCM 

XXXV –  WP 55) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_wp055_e.doc  

南極条約水域における汚水および雑排水の排出 (ATCM XXXVI –  IP 66) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM36/ip/ATCM36_ip066_e.doc  

デービス基地における汚水排出に起因する環境影響の評価 (ATCM XXXV –  

BP10) 

http://www.ats.aq/documents/ATCM35/bp/ATCM35_bp010_e.doc  

南極海洋環境における汚水による汚染の汚水処理による低減策 (ATCM XXVIII 

–  IP37) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM28/ip/ATCM28_ip037_e.doc  

南極における排水処理：取り組みと処理の改善 (ATCM XXIX –  IP60) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM29/ip/ATCM29_ip060_e.doc  

6 南極環境における既存の微生物群集に対し

て影響するような微生物の移入または再拡

散の制限：  

・移入のリスクとその経路への理解を深め

る。  

・南極環境への微生物の移入および／また

は再拡散予防のためのより具体的なガイドラ

インの策定。  

南極における人間によるフットプリントおよび陸生微生物の長期的保護 (ATCM 

XXXVI - WP 39) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM36/wp/ATCM36_wp039_e.doc  

氷河 下の水中 環 境調 査研 究のための SCARによる環 境 行 動 規 範  (ATCM 

XXXIV- IP 33) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM34/ip/ATCM34_ip033_e.doc  

 モニタリング  

http://www.ats.aq/documents/ATCM35/wp/ATCM35_wp055_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM36/ip/ATCM36_ip066_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM28/ip/ATCM28_ip037_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM29/ip/ATCM29_ip060_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM36/wp/ATCM36_wp039_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM34/ip/ATCM34_ip033_e.doc


7 南極海洋・陸地環境における外来種のモニ

タリング：  

・一般に適用しうるモニタリング・ガイドライン

の策定。個々のサイトについて、より詳細なあ

るいはサイト固有のモニタリングを要する。  

・モニタリング・フレームワーク策定語、海洋・

陸地モニタリングを実施する。  

・モニタリング実施担当者およびその方法を

決定する。  

・実施中のモニタリングの進捗報告書を定期

的にCEPに提出する。  

環境モニタリングおよびその報告に関する会議の概要 (ATCM XXXI –  IP 07) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM31/ip/ATCM31_ip007_e.doc  

8 南極の各サイトに存在する外来種を特定し、

現時点および将来の外来種進入の規模と範

囲を特定する（あらゆる場所で調査を実施す

ることは現実的ではないため、人間活動が活

発なサイト (観測基地、科学調査で頻繁に人

間がおとずれ手イルサイト、観光サイト）や高

価値／高感受性サイトを優先的に対象とす

る）：  

・既存の生物多様性に関するデータ収集を

行う（陸地／水域／海洋生態系のデータ含

む）。  

・生物多様性ベースライン調査の実施ガイド

ラインの策定。  

「南極海洋における土壌性物に対する人間活動の影響と南極への外来種の移入」

調査プロジェクト最終報告書 (ATCM XXXVI –  IP 55) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM36/ip/ATCM36_ip055_e.doc  

http://www.umweltbundesamt.de/uba-info-medien/4416.html 

 対応   

http://www.ats.aq/documents/ATCM31/ip/ATCM31_ip007_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM36/ip/ATCM36_ip055_e.doc
http://www.umweltbundesamt.de/uba-info-medien/4416.html


 

9 外来種の移入に対して迅速に対応する：  

・迅速な対応のガイドラインを作成する。この

ガイドラインには植物、無脊椎動物、またそ

の他の生物学的群集の根絶または封じ込め

／制御を実践するための情報を記載する。  

デセプション島のホエーラーズ湾に最近移入された維管束植物の根絶 (イギリス・ス

ペイン、2010) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM33/ip/ATCM33_ip043_e.doc  

The successful eradication of Poapratensis from Cierva Point, Danco  Coast 

Antarctic Peninsula ナガハグサPoapratensisの南極半島のダンコ海岸のシイエル

ヴァ岬からの根絶成功のケース(アルゼンチン・スペイン・イギリス、  2015) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_ip029_e.doc  

Eradication of a non-native grass from ASPA No 128 Western  Shore of  

Admiralty Bay, King George Island, South Shetland Islands サウス・シェットランド

島のキング・ジョージ島のアドミラルティ湾西岸からのスズメノカタビラPoaannua L.の

根絶 (ポーランド、2015) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_ip078_e.doc  

 人間活動に起因する南極の野生生物の病気の予防と検知ならびにその対応  

10 南極への植物・動物病原体の移入のリスク

を段階的に低減し、またそれらの存在する領

域内における人間活動による将来的拡散を

回避する：  

・人間、衣服、装備、船舶・航空機・車両など

が病気に罹患した生物もしくは病原物質に

接触したまたは病気のリスクのある既知の区

域を経由したと判断しうる合理的理由のある

場合に満たすべき具体的清掃要項の策定。  

Report on the open-ended intersessional contact group on diseases of Antarctic 

wildlife. Report 2 –  Practical measures to diminish risk (draft) 無期限のセッショ

ン間コンタクト・グループによる南極野生生物の病気に関する報告 (オーストラリア、

2001) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM24/wp/ATCM24_wp011_e.pdf  

南極への外来種の自然的経路を介した移入に関する判断の研究 (アルゼンチン、

2015) 

リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM38/wp/ATCM38_wp046_e.doc  

南極野生生物の健康：その科学的取り組みと方針 (Kerry and Riddle, 2009).  

生物の不審死は様々な理由により起こりうるが、原因としては病死が最もありうる。

よって以下の参考資料が関連すると思われる：  

Mass animal mortality event response plan (British Antarctic Survey). Available 

from BAS. 生物の大量死のケースへの対応計画（英国南極観測局、BAS）。同局

ウェブサイトより入手可能。リンク：https://www.bas.ac.uk/  

不審死対応計画（オーストラリア）。以下に記載がある。  

http://www.ats.aq/documents/ATCM33/ip/ATCM33_ip043_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_ip029_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/ip/ATCM38_ip078_e.doc
http://www.ats.aq/documents/ATCM24/wp/ATCM24_wp011_e.pdf
http://www.ats.aq/documents/ATCM38/wp/ATCM38_wp046_e.doc
https://www.bas.ac.uk/


リンク：http://www.ats.aq/documents/ATCM27/ip/ATCM27_ip071_e.doc  

Procedures for reporting a high mortali ty event 高死亡率ケース報告手続（国際

南 極 旅 行 業 協 会  (International Association of Antarctica Tour Operators;  

IAATO): IAATOウェブサイトより入手可能。  

リンク：http://iaato.org/  

http://www.ats.aq/documents/ATCM39/ip/ATCM39_ip119_e.doc  

http://www.ats.aq/documents/ATCM27/ip/ATCM27_ip071_e.doc
http://iaato.org/
http://www.ats.aq/documents/ATCM39/ip/ATCM39_ip119_e.doc
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